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p.12　
11-12 行目

安定しないため，発電費用が割高になるという課題

→発電全体に占める割合は （⑤　1%　）程度

安定しないため，発電費用が（⑤ 割 高 ） になるという課題

→発電全体に占める割合はまだ少ない

p.24　
21 行目

（⑥ セクシャルハラスメント ） （⑥ セクシュアルハラスメント（セクシャルハラスメント） ）

p.41
13 行目

（⑭ セクシャルハラスメント ） （⑭ セクシュアルハラスメント（セクシャルハラスメント） ）

p.68
18 行目

の解散や首長 · 議員らの（⑧ 解職（リコール） ） を

求めることが可能

の解散や首長 · 議員らの解職 （⑧ リコール ） を

求めることが可能

p.69
左中図左下

（⑪ 解 職（リコール） ） （⑪　解 職　　）

p.81
30 行目

㉔直接請求権の一つで，議会の解散や首長 · 議員らの

　辞職を求めること。

（㉔　解 職（ リコール ））

㉔直接請求権の一つで，議会の解散や首長 · 議員らの

　解職を求めること。

（㉔　 リコール　　）

p.104
33-34 行目

（⑭ セクシャルハラスメント） （⑭ セクシュアルハラスメント（セクシャルハラスメント） ）

p.116
36 行目

（⑬ 環太平洋経済連携（TPP） ）協定の発効（2018 年）
（⑬ TPP11 協定（環太平洋パートナーシップに関する

　　包括的及び先進的な協定） ）の発効（2018 年）

p.117
上表 2行目

名称 加盟国数 略称

北米自由貿易協定 ３か国 （① NAFTA　）

名称 加盟国数 略称

米国・メキシコ・カナダ協定 ３か国 （① USMCA　）

p.117
19 行目

D（　NAFTA　） D（　USMCA　）

p.118
34 行目

（⑪ TPP（環太平洋経済連携） ） 協定：2013 年

に日本が交渉参加を表明

（⑪ TPP 協定（環太平洋パートナーシップ協定））：2013 年

に日本が交渉参加を表明

p.140
31-32 行目

㉒ 2018 年に発効した，太平洋を囲む国々の間で貿易や

投資のより高いレベルの自由化をめざす協定

（英語での略称）。

（㉒　　TPP　　）

㉒ 2018 年に発効した，太平洋を囲む国々の間で貿易や

投資のより高いレベルの自由化をめざす協定

（英語と数字による略称）。

（㉒　TPP11 協定　）

令和３年度用
「高等学校　新現代社会ノート」，「高等学校　新現代社会ノート-大学入学試験対応演習付き-」

内容更新のお知らせ

　令和 3年度用教科書「高等学校　新現代社会　-318」の情勢変更による修正（NAFTA → USMCA，等）に伴い，
更新・修正を行いました。解答に関わる箇所をお知らせいたします。
　下記表をご確認いただけますよう，お願い申しあげます。


